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修士課程が創設され,私 は院生第一号として,一年間尾形先生の個人教授を
受けるという幸運に恵まれ,大 層贅沢な勉強をさせていただいた。先生の授業






程に進むようア ドバイスして下 さったのも先生である。教えなが ら学ぶとい う
毎 日の中で,先生か らもっと貧欲に学んでおかなかったことが,今 更ながら悔
やまれる。修士の二年間はあまりにも短かったように思える。
自由闊達でユニークな先生は,「僕は禁酒禁煙を申し渡され てい る んだ」
と,おいしそ うにタバコを吸った りして,よ く人を驚かせておられた。 「もう
年だか ら誰も相手にして くれないんだ」などと冗談を言われるが,学 問的にも
人格的にも,先生か ら影響を受けない者はない。学生の人格を認め,そ の意見
を尊重 して下さる先生は,学部生にも人気がある。
研究室での授業は,学問的な事柄に関 しては厳しさがあったが,実 に リラッ
クスした雰囲気の うちに行われていた。先生の個性的なお人柄は,そ こでの余
談にも表れる。ご自分の体験や,そ の時々の世情などを,冗 談を交えながら,





また,『 ルバイヤマ ト』をこよなく愛される先生は,ロ マンティックな詩人
でもある。先生は詩人の大胆で情熱的な心 と,冷静で緻密な研究者の精神を同
時に備えておられる。 そしてそのどちらにも,妥 協を嫌 う真剣さが感 じられ
る。それ ら二つの面が,昨 年先生が出版されたrウ ォル ドー ・エマスン』にも
遺憾なく発揮されている。
長年のエマスン研究の集大成ともいえる 『ウォル ドー ・エマスン』の著述に








この度先生は,停年を迎えられ,ご 退職になられる。 先生 か ら受ける印象
は,世間的な 「停年」 とい うイメージとは程遠い。 厂太 く長 く生きる」が先生
のモットーだと聞いたことがあるが,先 生はこの度の停年を一つの区切 りとし
て,これからもますます多方面にご活躍されるに違いない。どうか健康に留意
されて,引 き続 き佛教大学でご指導いただき,後輩たちに 「尾形先生語録」に
接する機会を作っていただきたい。
遅 くスタートした私が,曲 りな りにも研究を続けてい られるのは,佛 教大学
での尾形先生をはじめ,諸 先生方のご指導の賜物である。時がたつほどに,尾
形先生がおられる佛教大学で学ぶことができた幸運が一層感 じられる。こうい
った表現は不謹慎かもしれないが,私 は尾形先生の大ファンである。心からの
慈謝をこめて,こ の拙文を尾形先生を送る言葉にしたいと思 う。
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